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語学勉強とは 1) 語学の特徴と韓国語

Ⅰ. 一夜漬け不可能
Ⅱ. 上達度合いが
分かりにくい

Ⅲ. 随時新たな事を
覚える必要がある
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1 起床後、歯を磨くといった習慣を身に着ける事が必須

正確な目標を立て、随時測定が必要

何が不足しているか自らチェックできる能力が必要

• 初級段階での勉強量が難易度に比べ、多く必要される
• 日本語と語順が一緒で、理解するのに容易な利点は中級

まで

• 少しでも勉強を怠ると、忘れてしまう特徴を持つ
• 習慣を身に付ける事が最も重要
• 何を知り、知らないか随時素直になる必要がある

語学勉強の特徴 韓国語の難易度と必要勉強量
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初級 中級 中上級 上級

韓国語の難易度

必要勉強量

語学勉強は「実力向上の可視化」が難しく、勉強をすこし休めばすぐ忘れてしまう特徴がありま
す。また日本語と同じ語順で学びやすいといった利点は中級までです。

[必要とされること]
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規則 1) 注意事項

「授業時間変更」に関する事前連絡事項 宿題の意味
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講師の事情により、講義時間を変更する場合

- 急用が生じた場合、事前にご連絡いたします。再調整をお願い
致します。

✓ 少なくとも1週間前にお伝えし、改めて時間調整を致します。

- 次回の授業は1回無料となります。

✓ 予測不可能な事態発生時

- 急用等、一身上の都合により、授業の時間を再調整する必要が
生じた場合、授業は自動的に「次回」の授業時間に設定されます。

✓ その他状況に関し

宿題は次の授業の試験と直結しています。

Ⅲ．試験結果によって、宿題も違ってきます。

Ⅰ. 授業―宿題―試験のループの流れを理解しましょう。

Ⅱ. 授業は宿題の為にあり、試験は自己診断の道具です。

- 授業で学んだ事を自分なりのペースで「消化」する事が、宿題
です。

1.授業は、宿題をサポートする為に行われます。

- 宿題に如何に誠実に取り組むかによって、試験の点数は違っ
てきます。試験は、自分が何をどれだけ知らないのかに関し、教
えてくれる道具です。

2.試験は、自分が何を「知らないのか」を示す道具です。

注意事項は１）授業時間変更、２）宿題、大きく二つあります。一読をお願いします。
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規則 2) 授業の流れ

授業の流れ「OVERVIEW」

宿題チェック・試験開始宿題チェック・試験開始TimelineTimeline 授業進行授業進行 宿題説明宿題説明

コンセプトコンセプト

期待できる事

試験実行

採点

宿題チェック

フィードバック

Fishbowl System

可能・不可能の浮き彫り

実力確認

動機付け

「継続」の意味付け

実力の「可視化」

個々の目標に合った課題付与

毎週のチェックを通じ、進捗速度調節

毎週の目標提示

月間フィードバック提供

速さではなく、個人の成長に焦点を

昨日より、少しでも成長できる
「今日」を目指し

「マイペースで、速く」自分のペース
を乱す事なく、目標に向かって持続的
に歩み続けていくことができるよう、
お手伝いさせて頂きます。

繰り返し、覚えましょう。

表現を読み、書いてみましょう。

状況を思い浮かべてみましょう。

ハングルで書いてみましょう。

宿題の準備ができます。

表現、単語を組み合わせ理解できるように

文章をつくれるように

文章自体を覚えられるように

繰り返し発音し、慣れない発音に対応

繰り返し、活用できるように

授業は大きく三つの段階に分けて行われます。授業は、宿題をうまくできるように、その内容を
説明する事を目標としてます。
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講師取扱説明書 1) 質問 A to Z

どう解決して欲しいか、伝え、
フィードバックを受ける過程

どう解決して欲しいか、伝え、
フィードバックを受ける過程

何を知り、知らないかを診断する段階何を知り、知らないかを診断する段階ProcessProcess

StepStep

メタ認知「状況」を講師に伝達。

A,B,Cの課程を丁寧に説明します。

質問に対し、類似した違うケースを提示します。

理解した「課程」を講師に説明してください。

何を知らない状態なのか、文法？表現？単語？

どうして文法がこう適用されるのか

これを理解できなかったら、何が困るのか

Aを理解できなかったら、Bができなく、Cをする事
ができません。

Meta認知：現在、自分が「何」を知らないため、
月のステップAに進めない事を認識する事がで
きる状態

Meta
認知

プロセス

質問を、こうしてみてはいかがでしょうか

質問は24/7いつでも歓迎です。以下の手順通りに質問をしてみてはいかがでしょうか。
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講師取扱説明書 2) 講師の存在理由

映画や、ドラマを観ながら… 勉強をしながら…

講師を活用してみましょう

- 韓国にも様々な文化があります（食、酒場、職場、大学等々
）何か、知りたい文化がありましたら質問してください。

✓ この文化ってどうなんですか？

- 韓国人の特徴に関し（様々な場面における）知りたい事があ
ったら質問してください。

✓ 韓国人ってどうしてああなんですか？

- 経済、社会、文化、技術等、多方面においてお答えできるこ
とがあればお答えします。

✓ その他

- 勉強をしてみると、特定の表現が繰り返し出てくるのを発見で
きると思います。このように、繰り返し「使われている」表現をし
りたいと思ったら、追加資料を要請してください。

1. こんな表現をもっと知りたいです。

- 問題集など、実力に合わせおすすめします。

2. TOPIK関連勉強をしたい

- その他、ご希望がありましたら要請して下さい。

3. その他

私は、皆さんのヘルパーです。皆さんが何を知っていて、知らないか、また知りたいかを持続的
に私に教えて下さい。
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